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歯
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歯
に
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て
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ハ
‖
川
日
か
■
り
．
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川
は
、
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ノ
帖

一
㍗
防
過
問
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す
　
こ
れ
に
ち
h
ナ
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ぐ
、

ヶ
国
は
、
胸
と
ム
ン
備
に
つ
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触
れ

て
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た
い
と
…
ひ
い
婁
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t
な
軋
●
の
●
き

ん
母
さ
ん
〃
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小
に
は
、
乱
し
佃
は
永

久
曲
に
隼
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わ
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か
ら
と
、
孔
胸
を

l
若
く
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え
て
い
る
ガ
が
多
い
よ
）
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榊
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∴
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√
．
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砕
′
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龍
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‥
牛
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か
、
帖
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′
に
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ノ
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山
そ
し
1
、
た
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を
．
〇
〇
％
と
し
上
山
」
サ
し
こ
、
勅
か

本
抜
け
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0
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、
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．
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－
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∵
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√
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∵
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‖
紺
‖
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∴
．
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広嶋かでな

忘＝‾・攣一義
町民の憩いの場

▲堂々完成した「町手刀の児童公園」

▲26名の方々に辞令が交付された

甘蕉多収穫者を表彰
一等に仲宗根朝瞞さん
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▲山田組合長よりt状と金一封か手渡された

水
釜
児
童
公
園
が
完
成

連
日
・
子
供
た
ち
で
賑
う

茅
屋
良
児
童
公
園
も
計
画
茅

こ
の
ほ
と
、
小
雀
埋
立
地
内
に
畔
紅

い
日
に
苦
し
さ
れ
建
設
中
た
り
た
永
森

児
童
公
渦
が
完
成
し
、
地
域
の
「
棋
た

ち
や
父
妃
叶
．
か
ら
た
い
∵
乍
葺
は
れ
て

い
ま
す
紀
L
l
i
萬
、
．
二
．
八
〃
H
　
（
七
相

国
陳
補
助
）
を
接
し
て
建
設
さ
れ
た
こ

の
小
笠
児
亜
公
風
は
、
敷
地
血
綿
か
四

一
〇
〇
〟
で
、
閣
内
に
は
、
カ
ラ
ー
や

板
の
閥
錆
や
筆
山
、
水
の
み
糊
、
ト
イ

レ
、
そ
れ
に
各
種
球
技
や
腹
技
が
で
き

る
ハ
ノ
ク
ネ
ッ
ト
付
き
の
運
動
広
場
で

か
整
備
さ
れ
、
コ
コ
ヤ
シ
や
ホ
ル
ト
ノ

キ
・
イ
ン
ユ
・
ア
ダ
ン
・
サ
ル
ビ
了
・

ハ
ィ
ビ
ス
カ
ス
等
、
お
よ
そ
二
〇
柚
類

L
h
ハ
本
も
の
小
や
草
花
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
　
ま
た
、
√
供
た
ら
か
ら
．
番

人
‥
石
の
あ
る
高
さ
L
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ケ

ノ
ト
す
べ
り
ム
＝
を
は
し
め
伝
鉄
雄
や
フ

ラ

ン
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ン
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ン
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・
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イ
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・
ハ
ー
・
「
ラ
T
、
情
推

敢
輔
の
糊
に
ふ
さ
わ
し
い
出
歩
′
、
の
遊

圧
ハ
も
あ
り
、
通
日
√
棋
た
ら
で
賑
わ
り

て
い
て
、
早
く
も
√
供
の
凶
と
な
っ
て

い
ま
す

本
町
は
、
狭
小
な
地
域
に
仁
尾
か
密

某
し
て
い
る
ー
ノ
え
、
墜
地
か
ら
の
頼
背

で
て
投
伐
と
し
た
≠
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用
塊
卜
に
あ
り

ー
棋
た
ち
を
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全
に
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成
す
■
　
る
と
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う

こ
と
か
ら
し
、
せ
ひ
こ
の
よ
ぅ
な
公
地

か
必
要
て
あ
る
と
し
て
．
r
て
か
ら
対
向

し
て
い
た
も
の
で
、
町
で
は
、
同
公
膿

の
は
か
に
厘
良
地
域
内
に
も
児
廃
公
園

を
証
両
し
、
ま
た
、
現
在
建
設
中
の
屋

良
城
跡
公
園
内
に
も
兄
前
コ
ー
ナ
1
を

ぶ
両
し
準
揃
を
進
め
て
い
ま
す
。

将
来
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り
ノ
√
供
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の
硝
牌
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大
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．
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√
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美
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れ

る
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通
方
法
蛮
面
が
、
安
全
で
ス
ム
ー

ス
に
美
施
さ
れ
る
よ
う
に
と
、
町
で
は

町
内
各
要
所
に
カ
ー
ケ
ミ
ラ
ー
等
の
交

油
安
全
施
設
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
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は
、
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通
方
法
蛮
垂
に
伴
丘
う
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（
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事
業
費
∵
〇
一
〇
万
円
で
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難
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庫
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混
雑
や
危
険
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予
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れ
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町
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要
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ー
フ
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へ
四
二
基
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・
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た
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ま
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た
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収
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に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
み
は
分
別
し
て

出
し
ま
し
ょ
う

ご
み
収
拠
蓑
邦
に
つ
い
て
日
ご
ろ
の

こ
協
力
を
感
謝
し
ま
す
。

町
で
は
、
人
′
年
四
月
一
日
よ
り
、
こ

み
収
拠
方
法
を
従
来
の
混
合
収
集
か
ら

分
別
収
鵜
に
変
更
し
、
町
民
皆
様
の
こ

協
力
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が

ま
だ
完
全
で
は
な
く
、
分
別
さ
れ
て
な

諸
悠
牒
与
l

母
子
保
健
推
進
‥
貝
決
ま
る

付
／
保
健
推
進
日
の
昆
∵
ザ
上
目
式
か

川
目
し
・
■
．
‖
1
後
■
峠
よ
り
小
火
′
ム
艮

舘
に
ム
い
．
L
V
目
さ
れ
ま
し
た

式
は
、
締
出
一
正
肛
収
入
役
を
は
し
山

川
日
や
．
一
郎
保
健
術
t
J
艮
一
一
．
山
揉
帖

の
あ
と
、
付
．
ト
保
健
推
進
日
に
依
頼
さ

オ
l
た
・
．
卜
h
ハ
わ
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
、

耕
恒
収
入
役
か
ら
㍍
令
か
・
冥
付
さ
れ
よ

し
た
．
式
の
あ
と
、
再
圧
さ
れ
た
吉
盛

状
卜
さ
ん
や
鳥
房
　
／
ス
√
さ
ん
T
か
、

作
暁
と
決
意
を
発
来
し
、
会
場
畏
惰
り

上
り
ま
し
た

木
町
■
し
は
、
付
「
Ⅲ
而
八
川
体
制
を

佃
・
り
∴
し
．
純
正
帰
山
傑
L
k
と
、
心
万
障

ト
‥
児
と
な
る
ム
・
て
山
の
旨
い
来
抽
児
牛

車
症
什
山
机
再
ノ
疋
1
を
／
肌
1
・
Q
U
的
√

呪
ん
、
町
内
の
旺
詫
晶
・
日
、
孔
幼
児
力
た

情
．
ト
■
り
視
－
絨
・
付
目
川
上
祓
い
、
■
γ
児

畑
T
J
・
∴
叫
、
圧
ナ
〓
児
川
′
満
て
キ
〓
i

ノ
∴
．
よ
，
カ
　
ニ
わ
ー
h
A
．
刷
■
川
L
た

り
．
丹
／
保
健
に
閏
－
・
つ
川
誹
相
ト
∴

差
∴
∵
た
‖
∴
．
上
で
左
　
地
域
∵
誉
∵
品

√
保
健
科
l
織
ご
・
巧
勅
の
f
f
収
山
、
、
付
√
保

健
榊
吐
出
井
元
．
ト
男
山
？
㌧
、
町
力
付

′
保
健
ハ
回
仁
．
∵
サ
7
㌢
や
り
か
付
「

牒
健
推
進
‖
て
㌻

′
、
′
便
．
力
隼
榊
、
推
進
日
と
し
こ
「
日

朝
寺
さ
八
・
匂
ん
々
は
次
の
と
ム
り
r
L
1

と
■
′
～
、
ん
一
八
帖
に
川
上
祓
し
こ
卜
さ
い

昭和止卜．∵－

亘
巨
二
隼
刑
の
け

多
収
稚
占
山
木

揖
式
か
、
四
日
．
．

－
．
日
、
町
農
協

ト
い
・
1
ル
に
わ
い
．
ゝ

ぺ
皿
人
に
催
さ
れ
ま

し
た二

八
は
、
．
諷
施

．
川
か
．
識
捕
り

し
‖
脛
作
り
に
用

明
し
．
収
椎
か
＝
▲
目

し
ハ
ク
・
つ
．
ノ
た
惚
ゝ

上
江
人
臣
㌻
・
Q
L
S

千
、
八
∵
∵
キ
ビ
作

に
宜
の
〃
々
や
困

係
虐
わ
よ
そ
．
〇
〇
名
が
列
席
し
′
‖
な

わ
れ
、
ま
す
山
川
薫
福
諸
声
納
町
農
業

協
川
組
合
長
や
、
経
済
通
の
野
辺
七
厘

課
長
項
・
〝
が
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
ノ

二
の
あ
と
山
形
に
う
つ
り
、
．
等
の

伸
宗
根
刷
膵
さ
ん
を
ほ
し
め
．
〇
幻
の

カ
ヤ
か
ム
む
さ
オ
l
、
山
川
腐
福
組
へ
U
良

か
ら
吏
形
状
と
企
．
封
が
雌
ら
山
、
ま

左
耗
清
辿
製
粕
王
城
か
ら
福
耳
と
し
て

肥
H
二
滞
ず
つ
が
人
蹴
占
盲
目
に
困
ら

れ
ま
し
た

式
の
あ
と
′
〓
な
わ
れ
た
皆
誹
急
ぐ
、

に
ト
の
ん
々
は
、
■
次
期
収
穫
旭
は
、

こ
J
U
〕
ト
ン
を
突
破
さ
せ
る
ん
だ
」

と
、
は
十
・
・
も
次
期
肌
稚
旭
あ
目
標
遁

J
k
に
〝
‥
ル
沃
滴
々
で
し
た

本
町
め
キ
ビ
t
座
長
班
の
推
移
を
み

ま
√
と
、
昭
和
川
上
八
～
四
卜
九
隼
期

の
二
　
川
八
〇
ト
ン
に
対
し
ケ
期
は
・
八

丘
ハ
ー
七
ノ
ト
も
人
帖
に
伸
び
二
、
・
L

▲
・
．
止
ト
／
と
寺
∵
し
い
亡
、
隼
々
増
加

の
．
速
を
七
と
ノ
て
い
ま
㌻
　
現
在
、

小
町
の
キ
ビ
作
血
．
ト
は
八
■
．
．
‖
ぐ
、
」
干

ヒ
の
耕
地
埋
用
（
川
．
∵
ァ
ヶ
ー
ル
）

は
、
紀
耕
地
両
班
丁
八
し
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

の
川
し
ハ
ー
セ
ン
ト
も
パ
め
て
い
ぐ
、

本
町
で
も
埴
陣
作
物
と
な
∴
∵
て
い
ヰ
て
ー

因



報かでな・一一・一・一一・

い
ご
み
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
っ

つ
き
ま
し
て
は
、
ケ
年
度
末
に
完
成

す
る
二
言
処
理
瑚
」
を
適
正
1
三
に
運
．
H

維
持
詭
座
し
、
こ
み
を
能
や
的
か
つ
衛

生
的
に
処
座
す
る
た
め
に
、
次
の
と
た

り
こ
み
を
分
別
し
て
出
し
て
卜
き
∴
∵
ま

す
よ
う
あ
と
．
つ
こ
理
解
と
こ
協
力
を

わ
報
い
致
し
ま
す

八
も
え
る
ご
み
）

①
台
所
か
ら
出
る
こ
み
・
；
水
を
よ
′
、
切

り
、
紙
城
か
紙
に
包
ん
で
こ
み
俵
に

入
れ
て
ド
さ
い
ノ

旦
紙
鱒
…
雑
誌
・
・
糾
聞
紙
・
ク
／
ホ
ー

ル
は
つ
ぶ
し
て
た
は
ね
て
卜
さ
い

斗
せ
ん
し
、
犠
・
・
長
和

へ
も
え
な
い
ご
み
〉

仙
金
城
棚
・
：
重
力
ン
・
T
モ
†
：
示

届
製
）
・
ス
フ
レ
ー
｝
1
へ
持
‥
ト
ス
フ

レ
ー
は
爆
発
の
佗
豚
か
よ
り
ま
す
い

て
穴
を
あ
り
∵
‘
■
∵
‖
守
一

必
カ
ラ
ス
、
陶
器
類
・
空
ヒ
ノ
・
歳
瑳

・
食
器
∴
化
ヒ
ノ
7
，
一
か
れ
て
∵
Q

も
の
は
、
紙
に
b
ん
て
出
す
】

も
そ
の
他
・
‖
題
柏
・
－
・
〃
・
ル
紬

（
も
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
V

h

ノ

フ

ラ

ス

ナ

′

ク

、

ヒ

ニ

ー

ル

柏

…

ホ

リ
容
器
・
徒
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
▼
∵
ヒ
ニ

ー
ル
む
し
ろ
・
シ
ャ
ン
プ
ー
写
の
容

器
額

た
り
し
ま
㌻
と
隼
金
の
支
払
い
十
遅
れ

た
り
・
m
釣
ら
れ
る
こ
と
か
ム
り
ま
い
‥
か

・
り
こ
し
〟
‥
て
∴
た
さ
い

広
②
岐
革
攣
・
カ
ハ
ン
・
ヘ
ル
ト
1

未
加
入
書
は
す
ぐ
手
続
き
を

川
艮
半
金
は
、
二
卜
互
隼
保
極
目
を

か
H
f
l
は
、
せ
齢
隼
女
を
之
？
h
J
t
ま

す
し
、
損
低
▲
隼
H
h
保
険
日
を
納
出

こ
い
わ
は
、
撞
旬
日
隼
企
・
丹
・
十
隼
分
∵

遺
児
隼
企
な
と
か
エ
リ
∵
り
れ
ま
㌢
か
■
り

加
入
は
い
り
れ
言
章
∴
㌧
て
て
．
．
り
一
∴

1
　
日
左
′
如
し
．
七
二
は
1
1
　
＝
▼
　
上
し
．
】
リ
′
、

－
　
－
′
、
む
‖
八
ハ
ー
・
㌣
つ
を
1
ま
せ
ま

則
ほ
城
川
艮
丹
念
㍍
∴
川
シ
几
与
り

ご
、
ケ
川
か
↓
∵
∴
た
さ
い

現
況
届
を
忘
れ
ず
に
′

提
出
期
由
は
五
月
末
日

川
艮
隼
な
力
持
宜
‖
隼
金
、
り
r
H
′
仁

載
り
了
小
五
、
過
児
隼
企
、
抹
鋸
n
J
だ

キ
一
1
4
．
「
一
∴
る
比
‖
さ
化
、
∴
′
汗
J
L
　
■
現

況
届
」
を
㍑
出
す
る
畔
両
二
1
り
三
．

■
堅
燕
届
－
は
、
毎
隼
．
回
よ
こ
。

十
七
媒
・
」
沃
健
一
1
・
∵
辻
吏
J
ノ
ー
▲
．
イ
′
ノ
▼
・

砧
認
し
、
山
・
叛
き
隼
象
か
エ
リ
り
上
る

カ
と
）
か
を
川
∵
Q
L
の
て
ユ
カ
■
り
、

必
す
削
〓
ま
て
に
1
m
し
‥
こ
J
人
力
■
－

え
、
町
持
糊
川
艮
隼
忠
信
に
捉
山
・
こ
こ

ノ
、
だ
さ
い
　
描
出
か
遅
オ
l
た
り
、
忘
れ

．
峠
の
…
じ
＝
違
．
、
二
・
J
、
、
王
寺
一
】
■
‥
∴
H

合
王
J
∴
丹
尺
隼
七
二
巨
．
∴
㌧
＝
い
い
、
‥
．
・
・
、
‥
・
∴
．
∴

1
・
ゝ
ト
リ
二
、
㌧
′
ま
で
加
入
∵
七
一
J

㌧
∴
＝
…
便
ハ
畑
八
八
仁
一
ノ
ス
・
二
㌧
■
一

㌧
わ
ま
ー

二
ハ
′
、
㌔
↑
∵
．
、
、
′
隼
∴
L
U
一
日

カ
・
り
昭
抑
止
卜
圧
隼
h
‥
〓
　
∵
一
日
ま
∵

り
．
隼
榊
に
川
・
ヘ
バ
ー
・
㌦
レ
て
一
を
膏
三
㌧

仰
山
再
・
こ
∴
L
L
保
極
目
を
削
れ
る
こ

し
一
カ
て
う
ま
r

…

巾

西

日

右

如

．

r

‖

主

、

．

カ

‖

∵

ノ

き

l
／
T
′
－
H
h
r
・
一
1
・
t
1
．
．
い

川
∵
J
O
J
H
ハ
剖
一
・
納
山
ご
′
・
㌧
ィ

こ
れ
で
老
齢
隼
金
ハ
イ
ム
※
㍍
∵
一

り
皿
浩
■
∵
‖
ま
す

】
㌧
日
．
－
〓
日
日
′
一
、
き
・
勺
＼
土
、
り
‖
リ

ー
性
行
作
目
　
日
日
降
1
ま
わ
再
・
1
′

八

㌧

－

　

勺

・

I

j

．

」

′

、

′

、

j

 

r

 

J

‥

十
㌧
∴
∴
適
目
さ
れ
j
ヰ
／

保
険
料
免
除
の

手
続
き
は
お
早
目
に

．
〓
一
∴
＼
〃
ト
′
仁
リ
ソ
∵
右
t
 
r
L
i
、
　
　
力
．
－
・
▲

」
．
■
‥
＝
一
十
‥
い
」
∴
　
小
だ
雪
や
少
県
人
1

日
た
工
作
極
目
ハ
拙
汁
か
川
難
‡
〃
主

小
川
∴
よ
　
∵
…
J
極
目
か
免
除
さ
J
t
る

二
▼
′
方
∫
り
ま
r
 
L
U
ま
で
∵
r
・
m

七
二
で
す
∴
‖
リ
、
・
、
′
隼
の
四
日
分
か
ら
叫

■
ノ
一
夕
中
川
〃
効
で
す

㍑
甚
日
か
免
蕗
さ
れ
る
と
、
老
齢
隼

′
け
り
け
、
免
相
を
1
く
け
た
作
り
糊
た
け
■
二
分

㌧
一
∴
減
ら
さ
れ
ま
す
か
、
外
用
の
団

1
㌧
－
′
丘
．
守
八
八
ツ
七
・
、
と
司
烏
・
二
．
く
け
る

欄
何
か
よ
り
ま
す
か
ら
、
滞
納
の
ま
ま

∴
乍
十
才
す
む
巾
血
′
、
た
さ
い

．
一
ん
、
…
凍
極
目
を
約
め
ら
れ
る
よ
う

∵
ナ
ノ
へ
・
り
ト
‥
、
約
め
て
ノ
、
だ
さ
い

卜
隼
山
内
の
分
は
、
旧
日
登
主
か
の

ま
ノ
∵
糾
・
弟
ら
れ
ま
す

．
∴
ハ
・
T
、
は
、
町
役
場
国
民
年
金
儒

∵
‥
ヰ
J
J
′
、
た
き
∴
．

役
所
の
こ
と
で
苦
情
・

相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
か

持
叫
一
国
・
県
・
町
）
　
の
仕
心
で

』
　
　
．
こ
、
L
ら
＝
た
い

ノ
㌧
二
■
′
．
∴
、
む
月
日
f
こ
さ
な
い

）
一
ヒ
■
′
．
二
、
七
∴
ノ
少
．
わ
か
ら
‡
∴

ユ
∴
′
七
∴
キ
㌧
、
′
一
、
L
■
り
、
．
た
、

：
／
ト
親
切
‥
h
さ
れ
た
三

二
㌧
二
　
日
ハ
情
・
∵
度
望
、
相
識
の
あ
る
方

．
J
、
七
・
1
こ
て
∴
．
八
帖
に
ノ
〓
及
川
ぶ
番
目

∵
山
小
川
′
、
た
さ
い

〆
日
収
付
議
を
‖
）
　
宰
地
鳳
帯
氏

化
や
・
小
笠
‥
．
一
亜
華
．
五
〇
〇

莱
　
目
頭
や
揖
誹
、
r
紙
て
こ
相
通
く

た
き
い
　
な
か
、
相
識
内
容
は
秘
密

で
亜
州
は
旗
日
で
す
▲

事
業
所
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
／

謳
某
所
統
計
調
査
は
、
国
勢
調
査
と

並
ぶ
凶
の
船
も
基
本
的
な
調
査
で
、
事

業
所
に
つ
い
て
産
業
、
規
模
別
等
の
構

成
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で

す

こ
の
た
め
上
場
、
店
舗
、
会
社
、
学

柏
を
は
じ
め
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
病
院

等
か
ら
瑳
公
庁
、
神
社
に
い
た
る
ま
で

あ
ら
ゆ
る
事
業
所
を
舗
れ
な
く
調
べ
る

こ
と
に
な
り
て
い
ま
す
。

h
ハ
‖
ト
九
日
か
ら
二
十
五
日
頃
ま
で

∵
、
川
上
は
日
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

事
業
所
績
計
凋
鷹
に
こ
協
力
下
さ
い
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
ら
は

統
計
を
作
る
た
め
に
だ
け
使
用
し
、
徴

純
な
と
他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
｝



4・一一一・一一一一一一一一一一一・一一一一■一一広報かでな

煙療費節約にご協力を亘
－＿仙．＿＿〝．．．＿＿．…．＿＿一…＿＿〝．．．＿＿”〝．＿＿〝．”＿＿．．〝．＿＿．，〝．＿＿〝．．，＿＿〝，一．＿＿〝．．．＿＿…”＿＿”…＿」

松　堂　忠　仁　　　　浜　元　胡　卓

こ
く
は
に
ゅ
う
す

．
一
1
．
√
一
ヽ
／
．
ヽ
．
／
．
ヽ
∫
．
1
1
㌧
：
一
l
l
■

深
夜
・
休
日
・
時
間
外

受
診
を
や
め
よ
う

深
夜
、
休
日
、
時

間
外
に
診
療
を
う
け

る
と
割
増
し
料
金
を

と
ら
れ
る
こ
と
を
こ

存
知
で
し
ょ
う
か
．

こ
の
割
増
し
料
金
が

こ
ん
と
の
値
上
け
で

大
幅
に
引
き
上
け
ち

れ
ま
し
た
っ

深
夜
と
は
夜
の
十

時
か
ら
翌
朝
六
時
ま

で
、
時
間
外
と
は
そ

の
病
院
、
診
環
所
に

描
け
で
あ
る
診
療
時

間
（
た
と
え
ば
朝
九

時
か
ら
夕
方
五
時
ま

で
と
い
う
よ
う
に
）

以
外
の
時
間
で
す
。

九
州
の
宮
崎
市
で

こ
ん
な
実
例
が
あ
り

ま
し
た
。
市
の
国
保

誹
で
、
昭
和
五
〇
年

五
月
の
お
題
老
さ
ん

深
夜
、
休
日
、
時
間
外
受
診
（
以
下
時

間
外
受
診
と
よ
ぶ
）
　
は
五
、
八
五
八
件

で
、
全
外
来
の
一
九
・
〇
％
、
は
ば
二

割
近
い
件
敵
と
な
っ
て
い
ま
し
た
っ
　
つ

ま
り
五
人
に
山
人
は
時
間
外
に
診
療
を

う
け
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
く

に
わ
と
し
よ
り
の
受
診
が
多
か
っ
た
そ

う
で
す
。

そ
こ
で
、
市
の
係
で
は
、
時
間
外
受

診
は
な
る
べ
く
さ
け
よ
う
と
い
う
P
R

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
年
た

っ
た
五
十
．
年
五
H
の
医
療
智
の
診
療

捕
球
代
‥
は
．
二
万
四
、
三
七
〇
日
と
．
二
、

、
〕
0
0
仲
通
／
、
前
年
よ
り
岬
し
た
が
、

暗
闘
外
は
二
、
九
．
二
〇
什
と
約
二
、
0

0
0
什
近
′
、
も
減
少
し
、
外
来
総
出
に

対
す
る
時
間
外
せ
諺
の
割
合
は
、
．

・
四
％
と
な
り
半
分
近
／
、
に
激
減
し
ま

し
た
Jこ

の
宮
崎
市
の
ケ
ー
ス
は
払
た
ち
の

心
構
え
次
第
で
、
l
宅
楯
状
は
か
な
り
節

約
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
ま
す
．
暗
闘
外
せ
診
を
さ
け
る
よ

う
心
か
け
ま
し
ょ
う
⊃

れ
る
よ
う
を
場
合
は
別
と
し
て
、
ふ
つ

う
の
病
ハ
メ
l
に
は
、
な
ん
ら
か
の
前
触
れ

が
あ
り
ま
す
。

土
用
か
ら
す
こ
し
お
か
し
い
、
と
い

う
よ
う
な
賜
合
は
、
明
日
は
日
用
と
‥

う
こ
と
を
考
慮
し
て
、
前
日
に
診
察
を

う
け
る
、
と
い
う
よ
う
な
心
構
え
を
持

つ
こ
と
は
決
し
て
む
ず
か
し
い
こ
と
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

人
権
問
題
の
相
談
相
手
に
な
り
ま
す

＝
人
権
擁
護
委
員
に
三
氏
＝

の
診
凍
洒
求
凛
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
外

来
（
通
院
で
お
医
者
さ
ん
に
通
う
こ
と
）

の
総
件
数
三
万
一
、
五
八
三
件
の
う
ち

深
夜
、
休
日
、
時
捌
外
せ
診
は
充
分

の
浅
慮
さ
え
払
え
ば
、
避
け
る
こ
と
は

決
し
て
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
突
敗
州
は
け
し
い
症
状
に
ム
そ
わ

こ
の
ほ
ど
、
本
町
の
人
権
擁
護
泰
山

に
次
の
三
氏
が
法
鍔
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
■
ノ

⑳
浜
．
几
判
事
氏
　
字
嘉
手
納
二
七
九

電
話
　
四
七
八
三

⑳
校
堂
忠
に
氏
　
字
詰
㌢
約
一
．
二
－

二
　
童
話
二
〇
〇
二

◎
伊
波
　
剛
氏
　
丹
「
屋
良
し
．
一

壷
誹
　
二
一
五
九

へ
権
搾
農
を
日
は
町
民
の
み
を
さ
ん

の
福
祉
向
上
に
大
き
な
役
目
を
は
た
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
、
人
権
問
雌
に
つ

い
て
、
人
′
後
三
ヶ
年
問
み
な
さ
ん
の
相

諸
相
平
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
ノ

◆
　
人
権
推
薦
香
り
の
職
務
は

の
国
民
の
基
本
的
人
権
が
犯
さ
れ
な
い

よ
う
に
監
視
を
す
る
ノ

②
人
権
思
想
を
啓
発
し
、
こ
れ
を
腐
拗

する．

③
人
権
相
盛
を
受
け
、
過
当
な
助
．
』
、

指
埠
を
‥
汀
う
。

宜
人
権
侵
犯
盛
ん
の
情
報
収
恥
と
申
告

を
せ
増
し
調
虚
、
処
確
を
す
る
っ

＆
貧
困
者
に
対
す
る
訴
訟
の
援
助
を
す

る
〆

⑥
民
糊
の
人
権
擁
護
運
動
を
助
長
す
る

な
と
と
な
っ
て
い
ま
す
ノ
平
た
く
．
占

え
ば
、
み
な
さ
ん
が
毎
日
の
生
泊
の
中

で
、
こ
れ
は
人
格
間
増
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
感
じ
た
り
、
こ
れ
は
法
律
上
ど

の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
と
戸
惑
っ
た

り
さ
れ
た
と
き
に
相
識
相
手
と
な
る
方

で
す
　
な
お
、
那
覇
地
方
法
務
局
人
格

掩
護
誹
沖
縄
支
局
（
確
諸
〇
九
八
九
三

－
∴
t
1
㌧
二
■
一
七
八
）
　
で
も
相
談
を
毎
日

ヱ
け
て
い
ま
1

柏
誹
に
は
、
む
ず
か
し
い
手
続
も
磨

り
ま
せ
ん
し
、
す
へ
で
無
料
で
秘
密
が

守
ら
れ
ま
す
　
と
う
そ
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。新

年
度
役
員

決
ま
る

町
連
合
青
年
会
で
は
、
四
月
二
十
一

日
に
定
例
総
会
を
開
き
、
昭
和
五
十
三

年
唾
の
役
山
を
次
の
と
お
り
に
改
正
し

ま
し
た
。

（
会
長
）
神
山
繁
（
事
務
帰
盛
）
書
盛

雅
美
へ
磨
竪
大
損
恵
子
（
合
計
）
金

城
初
√
（
埋
掌
）
当
山
宏
・
浜
元
朝
彦

異
璧
孝
・
赤
頒
明



広嶋かでな

忘＝‾・攣一義
町民の憩いの場

▲堂々完成した「町手刀の児童公園」

▲26名の方々に辞令が交付された

甘蕉多収穫者を表彰
一等に仲宗根朝瞞さん

母子保健推進員
区 �氏　　　名 �����住　　　　　所 �t　　せ 

束 �伊波　一才‾∃ �����堤良72 �215　9 

二tj山ト　ミ　rt �����・′　6 �4　5　6　5 

怯堂：　注目’・ �����粛†二約121の2 �こi7　9　4 

i■也煩美恵7・ �����侵良20の1 �4　7　6　0 

小伯叫幸／・ �����925 �2　二三　81 

1二 �ll �lイくキヨ丁・ ����錨「机8 �－ 
帥l‖　　AJ・ �����”　　403 �こi517 

llll �長盛　状一一 �����′′　　33 �4　7　31 一J二で他　局J’・ �����70 �こ15　4　7 

俵 ��静r・ ���‘11 �4　7　71 

北 �人 ��l ���′′　　2リ7 �2　217 

紺 ��巌「 ���′′　　4こi9 �3　－10　5 

褒 ��八丁・ ���′′　　284 � �5　4　こi 

川 �l・仔ア・ ���299 � �10　8 

llil �� � �こi12 � 

南 � �l　　　q ��k � �小笠56：Zの2 �・111：う 

りご　」 ��� �”　5riZ �ニi3　6　8 

比お　ノ圭 ���� �点1㌧Ⅰ勺552 � 

化城　－J ���� �′ltう7 �5117 

†叫 ��� ��・ト18 �こi211l 

l呵 �比衰7㌧， ��� ��小岩llZLり：う �2　9　6　6 

山万トン　ズ7・ ����� � �8　り1 

219　7 

【史lH美化j●・ �����′′　518 �こib　tI2 

1り出　川J一・ �����′′　2こIII �2117 

銅山　敏J・ �����嘉卜納549 �2　811 

▲山田組合長よりt状と金一封か手渡された

水
釜
児
童
公
園
が
完
成

連
日
・
子
供
た
ち
で
賑
う

茅
屋
良
児
童
公
園
も
計
画
茅

こ
の
ほ
と
、
小
雀
埋
立
地
内
に
畔
紅

い
日
に
苦
し
さ
れ
建
設
中
た
り
た
永
森

児
童
公
渦
が
完
成
し
、
地
域
の
「
棋
た

ち
や
父
妃
叶
．
か
ら
た
い
∵
乍
葺
は
れ
て

い
ま
す
紀
L
l
i
萬
、
．
二
．
八
〃
H
　
（
七
相

国
陳
補
助
）
を
接
し
て
建
設
さ
れ
た
こ

の
小
笠
児
亜
公
風
は
、
敷
地
血
綿
か
四

一
〇
〇
〟
で
、
閣
内
に
は
、
カ
ラ
ー
や

板
の
閥
錆
や
筆
山
、
水
の
み
糊
、
ト
イ

レ
、
そ
れ
に
各
種
球
技
や
腹
技
が
で
き

る
ハ
ノ
ク
ネ
ッ
ト
付
き
の
運
動
広
場
で

か
整
備
さ
れ
、
コ
コ
ヤ
シ
や
ホ
ル
ト
ノ

キ
・
イ
ン
ユ
・
ア
ダ
ン
・
サ
ル
ビ
了
・

ハ
ィ
ビ
ス
カ
ス
等
、
お
よ
そ
二
〇
柚
類

L
h
ハ
本
も
の
小
や
草
花
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
　
ま
た
、
√
供
た
ら
か
ら
．
番

人
‥
石
の
あ
る
高
さ
L
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ケ

ノ
ト
す
べ
り
ム
＝
を
は
し
め
伝
鉄
雄
や
フ

ラ

ン

コ

・

ン

ヤ

ン

ク

ル

　

ン

ム

・

ム

ー

ン

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ハ
ー
・
「
ラ
T
、
情
推

敢
輔
の
糊
に
ふ
さ
わ
し
い
出
歩
′
、
の
遊

圧
ハ
も
あ
り
、
通
日
√
棋
た
ら
で
賑
わ
り

て
い
て
、
早
く
も
√
供
の
凶
と
な
っ
て

い
ま
す

本
町
は
、
狭
小
な
地
域
に
仁
尾
か
密

某
し
て
い
る
ー
ノ
え
、
墜
地
か
ら
の
頼
背

で
て
投
伐
と
し
た
≠
活
用
塊
卜
に
あ
り

ー
棋
た
ち
を
健
全
に
f
f
成
す
■
　
る
と
い
う

こ
と
か
ら
し
、
せ
ひ
こ
の
よ
ぅ
な
公
地

か
必
要
て
あ
る
と
し
て
．
r
て
か
ら
対
向

し
て
い
た
も
の
で
、
町
で
は
、
同
公
膿

の
は
か
に
厘
良
地
域
内
に
も
児
廃
公
園

を
証
両
し
、
ま
た
、
現
在
建
設
中
の
屋

良
城
跡
公
園
内
に
も
兄
前
コ
ー
ナ
1
を

ぶ
両
し
準
揃
を
進
め
て
い
ま
す
。

将
来
を
り
ノ
√
供
た
ち
の
硝
牌
教
育

の
糊
と
し
て
大
き
な
期
待
が
掛
け
ら
れ

て
い
手
で
す

L
7
1
t
1
7
と
・
．
■
7
▲
■
】
▲
■
7
．
L
T
L
’
J
L
▼
一
■
丁
一
■
′
L
’
√
L
「

7
3
0
に
向
け

鈍
り
裏
釘
A
恥

ヶ
年
、
L
H
三
〇
日
か
ら
美
施
さ
れ

る
交
通
方
法
蛮
面
が
、
安
全
で
ス
ム
ー

ス
に
美
施
さ
れ
る
よ
う
に
と
、
町
で
は

町
内
各
要
所
に
カ
ー
ケ
ミ
ラ
ー
等
の
交

油
安
全
施
設
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
交
通
方
法
蛮
垂
に
伴
丘
う

事
業
（
総
事
業
費
∵
〇
一
〇
万
円
で

七
難
国
庫
補
助
）
で
、
交
通
方
法
変
更

の
際
、
混
雑
や
危
険
が
予
想
さ
れ
る
町

内
各
要
所
に
カ
ー
フ
ミ
ラ
ー
へ
四
二
基
）

や
ガ
ー
ト
レ
ー
ル
　
（
延
長
二
・
六
メ

ー
ト
ル
）
か
設
逼
さ
れ
、
ま
た
、
道
路

標
識
も
新
し
く
五
八
本
が
設
適
さ
れ
ま

し
た
。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

分
別
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
み
は
分
別
し
て

出
し
ま
し
ょ
う

ご
み
収
拠
蓑
邦
に
つ
い
て
日
ご
ろ
の

こ
協
力
を
感
謝
し
ま
す
。

町
で
は
、
人
′
年
四
月
一
日
よ
り
、
こ

み
収
拠
方
法
を
従
来
の
混
合
収
集
か
ら

分
別
収
鵜
に
変
更
し
、
町
民
皆
様
の
こ

協
力
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が

ま
だ
完
全
で
は
な
く
、
分
別
さ
れ
て
な

諸
悠
牒
与
l

母
子
保
健
推
進
‥
貝
決
ま
る

付
／
保
健
推
進
日
の
昆
∵
ザ
上
目
式
か

川
目
し
・
■
．
‖
1
後
■
峠
よ
り
小
火
′
ム
艮

舘
に
ム
い
．
L
V
目
さ
れ
ま
し
た

式
は
、
締
出
一
正
肛
収
入
役
を
は
し
山

川
日
や
．
一
郎
保
健
術
t
J
艮
一
一
．
山
揉
帖

の
あ
と
、
付
．
ト
保
健
推
進
日
に
依
頼
さ

オ
l
た
・
．
卜
h
ハ
わ
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
、

耕
恒
収
入
役
か
ら
㍍
令
か
・
冥
付
さ
れ
よ

し
た
．
式
の
あ
と
、
再
圧
さ
れ
た
吉
盛

状
卜
さ
ん
や
鳥
房
　
／
ス
√
さ
ん
T
か
、

作
暁
と
決
意
を
発
来
し
、
会
場
畏
惰
り

上
り
ま
し
た

木
町
■
し
は
、
付
「
Ⅲ
而
八
川
体
制
を

佃
・
り
∴
し
．
純
正
帰
山
傑
L
k
と
、
心
万
障

ト
‥
児
と
な
る
ム
・
て
山
の
旨
い
来
抽
児
牛

車
症
什
山
机
再
ノ
疋
1
を
／
肌
1
・
Q
U
的
√

呪
ん
、
町
内
の
旺
詫
晶
・
日
、
孔
幼
児
力
た

情
．
ト
■
り
視
－
絨
・
付
目
川
上
祓
い
、
■
γ
児

畑
T
J
・
∴
叫
、
圧
ナ
〓
児
川
′
満
て
キ
〓
i

ノ
∴
．
よ
，
カ
　
ニ
わ
ー
h
A
．
刷
■
川
L
た

り
．
丹
／
保
健
に
閏
－
・
つ
川
誹
相
ト
∴

差
∴
∵
た
‖
∴
．
上
で
左
　
地
域
∵
誉
∵
品

√
保
健
科
l
織
ご
・
巧
勅
の
f
f
収
山
、
、
付
√
保

健
榊
吐
出
井
元
．
ト
男
山
？
㌧
、
町
力
付

′
保
健
ハ
回
仁
．
∵
サ
7
㌢
や
り
か
付
「

牒
健
推
進
‖
て
㌻

′
、
′
便
．
力
隼
榊
、
推
進
日
と
し
こ
「
日

朝
寺
さ
八
・
匂
ん
々
は
次
の
と
ム
り
r
L
1

と
■
′
～
、
ん
一
八
帖
に
川
上
祓
し
こ
卜
さ
い

昭和止卜．∵－

亘
巨
二
隼
刑
の
け

多
収
稚
占
山
木

揖
式
か
、
四
日
．
．

－
．
日
、
町
農
協

ト
い
・
1
ル
に
わ
い
．
ゝ

ぺ
皿
人
に
催
さ
れ
ま

し
た二

八
は
、
．
諷
施

．
川
か
．
識
捕
り

し
‖
脛
作
り
に
用

明
し
．
収
椎
か
＝
▲
目

し
ハ
ク
・
つ
．
ノ
た
惚
ゝ

上
江
人
臣
㌻
・
Q
L
S

千
、
八
∵
∵
キ
ビ
作

に
宜
の
〃
々
や
困

係
虐
わ
よ
そ
．
〇
〇
名
が
列
席
し
′
‖
な

わ
れ
、
ま
す
山
川
薫
福
諸
声
納
町
農
業

協
川
組
合
長
や
、
経
済
通
の
野
辺
七
厘

課
長
項
・
〝
が
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
ノ

二
の
あ
と
山
形
に
う
つ
り
、
．
等
の

伸
宗
根
刷
膵
さ
ん
を
ほ
し
め
．
〇
幻
の

カ
ヤ
か
ム
む
さ
オ
l
、
山
川
腐
福
組
へ
U
良

か
ら
吏
形
状
と
企
．
封
が
雌
ら
山
、
ま

左
耗
清
辿
製
粕
王
城
か
ら
福
耳
と
し
て

肥
H
二
滞
ず
つ
が
人
蹴
占
盲
目
に
困
ら

れ
ま
し
た

式
の
あ
と
′
〓
な
わ
れ
た
皆
誹
急
ぐ
、

に
ト
の
ん
々
は
、
■
次
期
収
穫
旭
は
、

こ
J
U
〕
ト
ン
を
突
破
さ
せ
る
ん
だ
」

と
、
は
十
・
・
も
次
期
肌
稚
旭
あ
目
標
遁

J
k
に
〝
‥
ル
沃
滴
々
で
し
た

本
町
め
キ
ビ
t
座
長
班
の
推
移
を
み

ま
√
と
、
昭
和
川
上
八
～
四
卜
九
隼
期

の
二
　
川
八
〇
ト
ン
に
対
し
ケ
期
は
・
八

丘
ハ
ー
七
ノ
ト
も
人
帖
に
伸
び
二
、
・
L

▲
・
．
止
ト
／
と
寺
∵
し
い
亡
、
隼
々
増
加

の
．
速
を
七
と
ノ
て
い
ま
㌻
　
現
在
、

小
町
の
キ
ビ
作
血
．
ト
は
八
■
．
．
‖
ぐ
、
」
干

ヒ
の
耕
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